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1古品25fIl

昭

和

五

十

六

年

祭

…

際

市

議

会

定

例

会

の

初

日

Hに

渡

辺

藤

笈

市

授

は

、

都

新

年

度

の

方

針

を

波

べ

ま

し

た

。

抽
地
方
向
制
治
体
を
と
り
ま
く
調
理
壌
が
…
段
と
厳
し
く

な
っ
て
い
る
現
在
、
緊
抽
柏
桜
一
品
y
緋
持
を
栖
糊
成
し
、
そ
の

中

で

、

効

率

的

な

行

政

を

す

す

め

て

い

く

考

え

を

開

明

ら

か

に

し

ま

し

た

。

こ

の

た

め

、

湾

政

の

釜

本

を

「

忍

隊

滋

い

対

話

に

よ
る
務
総
と
の
合
意
」
に
積
一
き
、
術
開
成
の
参
加
に
よ

る
げ
打
数
遂
営
を
重
要
な
師
陣
綴
と
し
て
い
ま
す
。

都
新
年
療
の
重
点
絡
伊
東
か
ら
、
議
な
も
の
を
抜
す
い

し

て

み

ま

し

た

。

土

地

利

用

許

頭

部

市

改

造

*
し
し
臨
終
的
計
酬
の
出
パ
止
に

T
H
F
L、
家

殺

M
m
f
帆
市
附
U
W
附
治
改
造
宇
h

王
位
、

そ
め

U
'
W
勺
汁
え
コ
附
i

止
す
る
と
と
も
に
、
山
山
川
川
刊
い
転

H
Aに
よ
り
、
本
的

iHH

術
科
引
と
均
花
山
肌
た
れ

m
m
m山
間
以
均
的
一

E
t
jげ
の
つ
の
7

口
r

ク
ド
い
公
け

?
ス
タ
i
1
7
-
7
J
e
ゲ
宇
中
心
と
し
た
ト
巾
仏
山
粍
之
を
一
?
す
め
を
予

地位
h
m附
汁
川
出
‘
八
ム
h

句
、
除
機
ぷ
似
渋
川
州
主
*
昨
刊
誌

f
絞
設
け
制
附
山
改
バ
川
市
ダ
患
は
、

い
と
へ
い
は
叫
一
さ
せ
ま

J'

地
M
一
対
的
札
内
線
引
山
め
版
協
M

州
市
を
川
芯

き
る
よ
う
総
識
し
ま
す
c

*
向
山
ヨ
陥
時
校
一
一
関
杭
料
理
は
権
利
者
総
会

で
m
党
総
人
が
選
出
さ
れ
て
か
ら
、
併
殺

認
可
的
見
通
し
が
つ
く
よ
う
織
機
し
ま
一
*
教
育
内
容
に
つ
い
て
‘
出
祖
国
怖
を
次
の

す

。

一

三

っ

と

し

ま

す

。

鶴

市

街

一

蘭

道

路

一

一

気

力

た

く

ま

し

く

緩

い

す

と

6
幸

一

ム

討

中

旬

仰

向

あ

る

人

燃

然

的

泣

か

な

品

位

あ

*
災
宇
中
山
口
絞
郎
総
は
一
部
用
地
臨
時
収
を
一
る
子
ど
も

鈴
め
る
れ
詰
問
で
す
ロ
…
ニ
肉
料
相
側
怖
を
漆
成
す
る
た
め
に
、

地
裁
孫
子
砂
布
佐
川
相
は
$
崎
市
陶
鴨
川
棚
ル

i
…
寸
市
と
り
あ
る
充
実
し
た
学
校
魚
川
怖
と

7

六
号
掠
照
的
線
地
波
紋
ゑ
叫
ん
，
j
き
び
と
り
ひ
と
り
を
育
rb
姦帯
H
の
機
濃
い
、

せ
て
、
一
部
品
開
緩
況
棋
に
級
争
し
ま
す
。
一
寸
優
禿
な
数
殺
到
H

の
線
伐
と
貸
付
目
的
向

一
本
液
晶
判
泌
す
・
時
前
階
級
は
、
鈴
怨
総
立
一
ト
ム
を
約
…
る
た
め
の
務
総
治
刑
制
を
光
突
す

体
交
銭
的
情
的
錦
幾
工
事
を
行
っ
て
い
ま

f
i
l
i
-
-
i
i
i
i
i
j
i
l
-
-

す
め
ぜ
、
八
均
閣
に
供
固
刑
同
開
始
し
ま
す
e

ニ
縦
枇
ま
つ
り
へ
内
助
成
、
半
い
す
の

亀
尾

jzv

際
笠
井
総
械
設
歳
、
リ
フ
ト
役
員
動
手

事

畿

地

と

公

鶴

1

t

J

E

M

i

j

y

の

芸

雲

サ

ピ

Z
Z一立

と
本
「
い
林
地
総
本
停
滞
弘
明
例
し
め
見
直
ま
す
e

さ
ら
に
》
大
刊
し
パ
ヌ
柑
購
入
に
隊

問

し

を

戸

甘

い

詰

柔

喜

詩

集

L

警

告

が

請

し

や

す

い

草

と

い
進
施
策
的
体
務
化
を
は
か
る
乞
と
と
も
に
、

L
、
そ
の
泳
場
を
ば
か
り
ま
す
ロ
ま
た

に

公

益

法

林

伐

を

量

的

、

計

画

的

営

手

i
z
iム
を

重

し

段

付
に
汲
め
ま
す
ね
川
市
的
附
内
紛
神
市
博
出
判
明
ん
と
汲
持
不
自
由
児

創
刊
本
公
開
出
は
、
日
悼
の
マ
ス
タ
ー
ブ
ラ
シ
に
い
い
対
す
る
施
経
の
充
実
を
さ
切
り
に
す
寸

枇

法

づ

き

、

中

最

公

開

草

野

立

め

ま

示

。

酎
入
れ
て
い
く
宅
与
す
G

保
鍵
セ
ン
タ

i

枇

下

ヨ

道

義

昨

今

〈

品

議

総

会

主

七

、

d
*
学
的
日
川
川
流
域
ド
本
選
が
一
必
然
防
関
係
終
勺
ン
タ

i
後
設
の
実
施
計
雨
を
検

九
利
付
か
ら
行
い
ま
し
宍
こ
内
線
必
鰭
熱
気
マ
れ
、
市
町
公
卦
(
Fさ
で
鴻
水
谷
約
し
て
い
き
ま
す
。
霊
安
立
制
導
級

殺

を

も

と

に

、

造

成

工

事

的

対

応

殺

を

れ

る

予

定

で

す

ね

門

の

ほ

か

、

体

呂

紋

念

々

ン

タ

i
的
な

F
議
し
た
肱
略
行
計
泌
を
械
な
し
ま
す
ω

家
事
長
資
は
、
前
年
波
竺
署
し
ハ
後
九
九
診
権
部
門
も
あ
わ
せ
て
蓄
し
、
総
合

*
百
件
間
同
党
卒
業
は
よ
・
九
街
区
主
F
域

昭

和
L

ハ
ハ
)
年
出
叫
に
は
、
…
一
一
倍
強
的
事
業
約
な
セ
ン
タ
s
的
役
判
削
A
T
は
た
す
枠
組
円
以

と
す
る
%
技
師
矧
イ
間
抗
議
内
側
開
発
準
備
粗
品
目
を
H

見

込

ん

で

い

ま

す

ロ

と

す

る

貯

え

で

十

ぉ

会

撃

さ

れ

量

的

な

検

討

を

し

て

予

選

立

言

書

昔

、

年

々

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

許

題

い
ま
す
が
、
一
}
れ
を
正
疑
的
総
合
に
特
態
化
内
政
向
を
訴
し
て
い
ま
す
。
ニ
の

J
E
t

U
M
n
r
ぜ
て
い
き
ま
す
。
た
め
公
共
ド
水
道
事
業
的
経
鋭
戦
削
問
で
*
j
地
制
刊
岡
地
託
山
聞
の
荒
涼
と
性
行
し
て
、

足
Y
L
附
書
民
あ
る
、
汚
本
位
校
、
総
本
公
枝
問
魚
川
刊
地
区
詰
断
主
と
そ
滋
七
、
守
ぷ
…
ウ
ア

土

議

区

調

整

一

溜

と

い

う

警

士

兵

器

を

章

ィ

監

禁

芸

者

主

人

民

あ

*
中
雪
山
地
紙
絞
殺
は
総
裁
文
化
討
に
(
打
、
っ
と
と
も
に
流
域

γ
ホ
遊
説
持
る
い
は
市
民
然
動
的
災
緩
い
即
時
し
た
施

先
機
潟
慌
が
ぶ
l
p九
年
度
で
終
了
す
る
絞
醐
暗
殺
加
料
品
れ
を
々
感
し
、
経
45
に
み
あ
枠
制
緩
設
へ
的
総
抗
告
と
し
ま
す
υ

紘
一
峨
し
と
主
行
、
家
抱
一
行
三
ふ
る
M

比
一
山
三
絞
…
泊
料
金
の
時
一
向
に
努
め
ま
す
土
品
指
数
青
と
女
乞
渓
勤

前
日
期
事
訟
の
中
で
も
本
事
業
告
書
…
的
*
A
官
級
者
負
拘
金
総
肢
は
、
下
水
滅
的
争
当
事
事
ヨ
語

い
い
寸
才
め
ま
す
L

特
定
財
却
と

L
て
、
子
水
滋
核
燃
の
俄
*
山
川
ぶ
総
設
を
判
山
地

L
た
地
域
山
内
わ
内
線

本
桜
木
田
肌
南
向
上
地

K
剣
山
山
川
燃
は
、
山
地
進
に
前
一
安
な
没
判
例
り
を
殺
す
と
と
も
に
的
往
立
公
民
総
冷
機
内
以
化
、
婦
人

総
長
と
ぷ
し
ん
げ
い
を
川
町
け
な
ケ
り
、
し
や
未
伝
俄
池
氏
と
内
総
品
料
仰
を
級
統
す
る
こ
大
J
出
品
山
酬
な
ル
r~

ふ
て
ぶ
行
い
ま
す

主
化
に
山
内
け
て
総
市
地
訟
の
成
記
子
絞
と
か
ら
も
、
ニ
め
紛
践
を
絵
師
極
的
に
と
一
本
史
跡
主

rw地
か
滋
ぷ
船
内
は
、
汎
存
迫

き

を

ね

い

安

す

ま

た

事

業

主

体

の

拾

り

人

れ

て

い

く

与

え

て

す

路

を

快

附

L
‘
山
内
に
庁
、
λ

れ
す
る
史
跡

討

も

し

て

い

き

ま

す

諸

罵

L
L

ー
と
か
{
ル
比
九
円
川
む
を
不
ト
り

i
ク
ナ

良

町

一

ト

土

地

区

望

書

主

的

な

本

よ

そ

る

も

め

て

す

新

年

伐

は

が

5
2

A
討
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
い
か
が
謀
総
*
際
主
主
か
、
広
く
い
市
民
と
心
内
山
れ
議
定
、
ぶ
和
主
的
淀
川
制
服
を
ふ
な
許
制

'
れ
に
上
り
公
民
ト
本
山
泌
が
い
然
必
州
向
変
あ
い
一
か
一
帯
め
る
に
的
に
心
九
ぷ
け
引
い
討
を
し
て
い
小
銭
な
と
的
は
か
、
川
阿
川
パ
ト
ザ

ポ民

F
H枕
き
が
必
燃
と
な
る
た
め
、
湾
問
開
制
討
会
と
市
山
湾
労
は
か
り
全
身
障
再
邸

f
A主
総
ey
…
十
る
た
め
問
状
時
局
長

幅
減
と
災
以
し
，
が
蛇
り
叫
吋
か
取
得
で
れ
と
市
以
内
り
と
い
え
い
誌
と
め
、

h
u

教
腎
委
員
会

る
こ
と
い
ベ
ザ
絞
殺
湾
施
設
の
u
r
滋
お

よれ
V

そ
的
効
回
別
的
治
用
を
日
出
る
ョ
ヤ
と
い

と
い
う
総
策
を
推
進
し
て
ゆ
き
ま
す
。

一
一
、
心
的
か
よ
う
陥
他
社
会
ヴ
く
り
と

生
治
に
わ
た
吟
陣
地
犠
で
食
品
が
い
の
あ

る
生
活
的
樹
党
務

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
公
民
館
事
業
、

綴
泌
総
事
業
、
刊
出
向
時
党
数
奇
な
ど
め
な

お
占
静
的
批
充
を
図
り
、

U
札
会
教
務
、

総
会
体
時
且
拙
設
の
柊
備
と
隊
抽
出
押
密
約
湾

市
践
を
件
強
化
し
て
い
き
ま
す
。
ま
れ
九
、
中
期

比
の
縫
淡
な
体
カ
ヴ
く
り
と
ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ
施
設

*
市
民
体
十
有
給
を
品
創
出
幽
仁
、
新
平
成

田
明
地
買
収
と
段
討
を
行
一
つ
予
定

rす
h

*
浅
間
則
前
記
判
凶
山
内
線
江
総
を
弔
多
判
制
的

に
税
制
附
で
き
る
後
納
氏
鳩
?
と
し
て
品
川
掘

し
、
料
判
年
前
恥
か
ら
技
術
し
ま
す

行

致

改

革

本
財
政
昭
車
化
内
務
吠
閉
め
ど
め
、
ヂ
は

と
め
に
、
組
滋
め
絞
ふ
ん
化
油
開
辻
、
験
日
間

増
の
抑
制
か
い
は
か
り
な
が
句
、
行
政
必

婆
的
変
化
に
即
応
で
与
る
叩
副
議
、
さ
ら

に
は
殺
到
総
議
を
推
進
す
る
た
め
の
抽
組

織
的
叫
憾
な
と
い
う
観
点
に
立
勺
て
、
火

災
的
市
議
会
定
制
的
会
を
日
出
に
げ
仙
川
総

品
川
条
間
的
一
部
改
ぷ
議
長
阿
川
添
す
る
弔

え
て
す

千葉県知事選挙投票日

め

u常
化
に
も
努
力
し
て
品
き
ま
す
。

応
、
う
る
お
い
の
あ
る
生
活
と
校
し
み

の
あ
る
文
化
現
ほ
っ
く
り

同
相
川
内
訳
俗
文
化
的
潟
和
合
品
川
り
も

が
ら
も
文
化
財
的
保
必
と
文
化
社
鴇
殺
の

充
実
心
的
咋
仇
向
、
郷
土
内
総
申
ん
を
深
売
し

つ
、
間
関
係
教
W
H
交
ル
ル
都
市
ワ
く
リ
を

i

沙

門
H
V

と
勺
い
か
中
学
校
の
正
境
内
科
長

、
ど
ヰ
る
め
て
、
行
ト
ト
ハ
年
肢
は
刈
比
山
中

山
口
山
中
る
か
ら
浴
場
、
出
凡
衣
川
市
的
山
税
川
似
を

始
め
ま
す

、一
J

L
i
 

殺
に
仰
げ
つ
核
地
工
事
ヘ
一
P

一
カ
年
引
判
断
て

波
本
小
め
ね
食
食
山
市
洗
い
の
じ
け
ん
，

*
今
年
佼
A
W
掃
車
内
溶
液
に
つ
い
て
ゆ
F
H
K
給
食
的
月
l

ハ
防
牢
蹴
uH

掛ゆ
4
9

並
本
小
学
校
は
開
門
H

月
間
開
校
予
後
引
に
寸
仙
川
氏
の
湾
台
育
帥
山
尚
一
統
合
Y
い
そ
汲
め
て
い

庁
、
フ

1
ル
に
つ
い
て
は
、
と
同
月
光
崎
、
ま
す
巴
克
少
年
附
同
州
叫
に
つ
い
て
は
担
保

握
内
淫
動
場
に
〉
い
て
は
、
殺
木
小
学
称
市
民
会
織
そ
が
村
総
し
糾
概
念
育
成
を

仲
は
と
問
問
仁
く
十
…
片
光
成
を
め
き
し
て
日
出
り
ま
す
υ

議
広
宅
弘
子
。
訓
北
町
中
学
校
も
、
託
公
代
以
に
つ
い
て
は
、
夜
総
出
絞
を

i
ム
ハ
年
没
で
、
普
通
教
京
十
五
、
特
別
火
、
金
日
時
日
に
続
き
、
士
続
時
日
も
ハ
打
い

救
出
品
む
を
萩
築
し
ま
す
砂
ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
婦
人
L
入
学
識
慾

ま
た
、
系
議
、
総
灘
、
相
判
以
内
な
か
ふ
品
開
会
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

五
十
六
年
度
は
、
年
間
総
給
水
川
端
的
時
間
決
同
体
的
現
状
を
訴
え
て
ゆ
み
C

ま
す

問
。
%
に
あ
た
る
ぷ

μ
…
万
一

T
九
引
ま
た
、
新
し
い
料
金
体
糸
舎
、
少

L

の
受
本
を
子
市
M
Lて
い
ま
す
ι

で
も
U

以
く
弱
体
す
ゐ
た
的
、
た
ゆ
ま
ぬ

佼
水
中
仰
に
つ
い
て
は
‘
安
一
師
、
企
努
力
を
し
て
'
汀
き
ま
ι

ず
u

設
州
側
か
ら
一
心
あ
た
り
三
一
二
例
今
週
土
は
も
は
カ
仁
，
U

叫
木
片
品
川
向
上

約
掛
川
税
引
い
か
あ
り
ま
し
た
が
、
官
時
刻
協
級
事
、
太
日
一
世
告
へ
事
談
件
主
と
き
め
制

会
で
的
諮
咲
の
す
、
へ

μ
4
1
六
年
次
点
万
か
い
給
水
サ

i
ド
一
ス
に
M
W
め
て
打
診
ま

に
つ
い
て
は
一

L
い
川
あ
た
り
一
一
六
潟
、
十
ヲ
!

Wi'りぬ也君震で'"れ味覚島金集〈ため、
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(2) 

公民館隠綿入大学閥
一知性と心の豊かさを求めて

替察庁統計事費終による

用
く
だ
さ
い
。

V
九
月
一
ま
で
的
日
程
問
問
同
月
八
泊
、

a
h
n
二
十
日
、
六
月
1
七
白
、
七
月

二
十
二
皆
、
八
月
十
九
俗
、
九
月
十

六
百
円
各
ホ
略
目

円

v
時
間
間
午
前
十
時
か
ら
午
後
ぷ
時

ま
て
マ
唱
岡
市
役
様
、
市
総
抑
制
談
窓

V
揖
帥
間
内
容
一
平
語
、
路
地
刑
制
酬
の
勝

山
問
、
向
田
線
謝
料
然
体
問
的
諮
求
の
し
か
た

な
Y
L
vm間
企
せ
安
全
対
策
議

m川川川
HHH泌総書
u
n
u
u
n
M
M
m
u岡
山
山
岡
山
山
口
制
務

aR

…

…

 

船

一

蹴

一

例

ー
一
山
裕
一

省

一

大

一

'
…
生
一ル

サ

ぬ
縫

合
場主

任

件

つ

主

義

区

紘

wv縫

品

開

学

抽

出

吋

多

量
…
溺
布
一
之
宮

‘
…
ニ
絞
…
ζ

後

…

ぴ

白

q
…ば
V

W
也

隼
了
あ
繁
一
ム
家

V
脇
賞
品
判
開
問
n
n
一
日
か
ら
開
閥
汚
七
日
ま

で
叫
時
開
品
物
効

V
送
り
先
崎
山
何
時
子
治
殺
託
子
新
国
一
二

問
問
我
孫
子
市
中
東
公
開
民
総

V
対
象
や
市
内
在
住
の
入
②
年
開
州
地
略

綬
し
て
佼
議
ぞ
き
る
人

mw以
続
受
講

し
た
議
席
説
法
、
叩
再
び
d

常
識
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
校
意
〈
だ
さ
い
。

iま4，500開に

を
い
ゥ
か
っ
し
て
持
制
約
す
る
与
と
が
で
民
年
金
保
持
用
料
は
公
約
し
ま
し
た
か
ワ

き

ま

す

立

記

忘

れ

が

な

い

か

ど

よ

も

ヲ

ニ

泣

総
締
約
肢
を
利
用
し
ま
す
と
保
叫
用
料
成
お
絞
め
〈
ど
さ
い
。
も
し
、
制
約
忘
…

1aA

は
次
的
よ
う
に
抑
制
り
引
患
に
な
り
ま
す
。
れ
め
係
数
料
が
あ
り
ま
し
と
ら
、
急
い
一

を
お
、
前
日
制
綴
り
引
き
め
で
お
及
、
る
制
限
で
納
付
し
て
く
だ
会
い
。

m
附
m
u
…
一
C
m
u
一

は
附
悶
丹
一
一
…
。
詰
ま
で
と
な
り
て
い
ま
す
。
ま
で
奴
り
扱
っ
て
い
ま
す
e

保
険
料
約
一

亀
船
主
主
制
約
め
お
れ
が
多
く
な
り
ま
す
と
、
将
紫
、
輸

九
ト
老
齢
革
命
や
部
品
械
的
事
般
の
と
き
、
商

主
百
年
金
な
ど
が
受
け
ら
れ
な
く
合
り
ま

す
a

持
来
を
安
心
あ
る
も
の
口
す
る
ト
~

め
に
も
、
係
数
料
は
き
ち
ん
と
納
め
ま

し
ょ
、
ヲ
@
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j間高幹 fFi問中町1
f広三γ内州南d 警護Zき手九棄を言語
zf64J3次 災茎会言言重量主主主

jhペ 校計主5毒事誌
言i失 土空審ぎZ主

罷鶴書事要量舎周から

一
明
む
川
…
春
の
全
一
揺
さ
寝
室
争
議
艶

問問
R

円
は
、
入
娘
、
入
品
誌
の
シ

t
ザ
ヘ
ン
齢
制
(
一
一
時
三
十
五
分
か
ら
約
十
気
分
)

ど
す
。
通
い
探
れ
な
い
遂
を
登
下
山
慨
す

1
久
寺
沢
返
り
i
鈴
木
堅
持
時
銭
前
i

ム
必
お

る
子
ど
も
た
%
を
笈
組
事
設
か
ら
守
る
小
装
需
品
門
一
一
時
半
十
二
八
す
)
i
輩

・

な

附

た
的
、
ぉ

ZZぺ
お
母
さ
ん
、
そ
し
泉
ム
?
3
天
主
台
紙
雪
3
奉
公
開
〈
一
一
…
詑
断

て
運
転
手
の
み
な
さ
ん
、
喜
一
ま
い
つ
脇
町
か
ら
三
時
十
分
)
e
3
3

榊
制
作
主
的
人
口
駅
獄

け

て

く

W

2

c

い

省

三

時

十

八

分

〉

i
湖
北
古
一
団
地
三
滋
状

交
通
安
会
パ
レ
ー
ド
時
一
一
十
一
ぶ
か
ら
…
…
三
分

7
開

花

匙

一

交
遜
安
全
運
動
に
先
が
け
て
、

m
閥
均
絞
南
口
t
，
端
尚
北
駁
入
口
一
我
時
一
一
…
時
一
一
…
ガ
叡

大
将
二
月
)
午
後
二
時
か
ら
車
に
よ
る
十
九
分
〉

5
中
尭
気
象
台
布
円
程
送
機
所
池
山
押

パ
レ
ー
ド
が
町
村
わ
れ
ま
す
。
コ

l
ス
m
u
t布
仲
間
欽
入
口
i
北
千
薬
務
一
機
場
入
子
配

送
〈
の
方
は
、
ぜ
り
ご
戦
〈
だ
さ
い
。
口
(
一
一
一
時
一
一
平
九
分
}
1総
izh一
陀
前
倒
の
遼
下
の

。
コ

I
見
市
役
所
合
一
時
)
'
e
e
a

薮
帆
〈
…
…
…
時
五
十
一
一
一
分
ー
か
ら
機
時
一
一
一
分
〉
;
以
中

三
時
況
分
か
ら
十
五
分
)
て
我
孫
子
支
ケ
符
山
線
(
綴
時
十
±
き
織
問

訳
前
十
字
路
三
時
一
一
十
分
)
ー
根
市
戸
以
南
滋
主
人
中
止
、
時
燃
は
、
多
小
ず
れ
る
ー
さ

交
遊
立
(
二
時
4

白
十
五
分
)
t
っ
く
し
こ
と
が
あ
り
ま
す
今

磁
路
臨
お
磁
器
M
m
m
m際
紛

m

m

m
盟
国
陸
罰
措
置
協
同
四

m
m総
総
顧
問
自
由
臨
韓
日
目
目
車
線
泌
総
錦
繍
倒
削
除
滋
護
活
出
自
国
島
醤

m川
山
内
は
持
続
続
権
問
問
問
機
謹
話
臨
限
目
路
m抑制

我
何
時
↓
ナ
も
術
と
し
て
十
年
同
事
み
を
争
応
募
資
総
溺
内
寂
絞
め
一
一
C
龍
以
る
専
門
コ
ー
ス
名
を
注
入
の
ヲ
え
、
V
探
勝
料
年
間
一
五

ocm門

経
て
薮
た
な
ス
テ
y
ブ
を
総
み
山
山
し
た
よ
の
掴
時
人
で
一
一
年
間
務
総
で
曇
る
方
岡
田
開
月
八
日
F

当
日
滋
印
税
制
〉
ま
で
に
マ
申
込
方
法
校
側
仲
間
後
ハ
ガ
キ
(
八

こ
の
時
「
我
四
時
子
+
吊
鵠
人
大
学
ん
が
問
問
{
お
子
き
ま
返
れ
は
ご
議
機
く
だ
幸
い
J

お
申
込
み
く
だ
さ
い
a

L

9

附
門
に
料
金
変
蚕
)
に
A
W
希
裁
学
級
名

識
菩
れ
る
ニ
と
い
い
な
り
ま
し
れ
「
ミ
争
後
続
創
刊
年
問
一
一
一
千
mn

争
申
w
泊
先
我
孫
子
市
我
孫
子
新
田
一
一
一

ω仲
間
勝
、
氏
名
(
ブ
リ
ガ
ナ
て
電
話
議

こ
同
大
学
で
は
、
同
州
人
以
町
知
殺
と
心
@
学
幽
間
内
務
…
部
被
喜
一
時
間
教
輯
盟
問
自
我
村
知
ツ
寸
前
市
中
央
公
開
民
姑
臨
時
綿
入
大
学
号
を
エ
記
入
的
、
ヲ
之
、
州
側
月
寸
臼
(
金
)

向
山
周
か
さ
を
も
っ
て
あ
・
り
ゆ
る
機
で
泳

(
A
n
関

門

学

溜

)

係

E
八
二

i
O五
一

五

ま

で

に

郵

送

で

お

申

与

、

幻

移

い

語

、

禁

季

五

る

こ

と

を

罰

的

在

、

.

ふ

さ

錯

し

方

、

尚

喜

家

藤

教

脊

学

級

生

{

昔

話

事

。

応

募

雪

数

約

機

し

て

い

ま

す

。

二

電

総

務

を

難

し

む

合

は

州

議

と

な

り

ま

す

〉

。

今
日
、
社
会
総
織
的
議
絞
め
な
か
で
一
一
一
、
社
会
の
融
制
善
必
品
犠
終
す
る
(
持
率
、
麓
際
臨
鳴
子
ど
も
に
と
ヲ
て
魅
力
V
申
吋
泊
先
殺
係
子
市
制
怖
が
悌
子
新
回
一
一
一

軍
事
@
覇
あ
る
綴
ど
な
る
た

重
に
あ
っ
て
、
ま
た
地
域
社
長
露
、
地
域
社
会
問
題

)

:

t

:季
市

中

2
3響

機
で
総
人
が
緩
う
倫
明
衡
の
震
要
性
を
考
閥
、
縫
代
的
教
育
を
知
る
校
内
側
精
力
な
ど
合
年
同
非
行
が
側
同
総
学
級
係
ま
で
。

え
る
時
、
問
問
と
中
市
内
内
総
人
が
幾
ぃ
、
五
乍
郷
念
め
殿
山
見
と
災
特
出
と
な
っ
て
い
ま
す
a

子
ど
も
を
い
か
に

V
廃
合
せ
中
州
内
公
災
係
官
八
一
一
8
5
5
6
5
5
5
0

学
が
合
う
意
義
は
犬
き
い
も
の
が
あ
り
六
、
組
問
人
的
鎗
壌
と
心
臨
時
金
に
育
て
て
い
っ
た
ら
よ
い
か
と
い
五
一
五

duuγ
す

べ

て

の

人

的

出

合

い

い

一

れ

い

れ

は

?

?

い

ベ

ハ

ド

ば

い

い

け

円

い

れ

剣

道

講

産

生

募

集

主
学
び
的
場
で
す
。
識
し
い
仲
附
づ
〈
九
、
殴
際
線
晴
樹
泰
阜
に
つ
い
て
家
庭
教
謝
同
学
級
で
め
学
線
全
通
し
て
V
申
込
方
泌
毅
稼
総
校
総
ハ
庁
今
に
住

り
を
し
な
が
ら
、
皆
さ
ん
ひ
と
り
が
と
十
、
翁
治
研
修
(
霞
立
婦
人
数
脊
会
総
)
知
滋
や
輯
柏
町
態
度
を
身
じ
っ
け
な
が
ら
、
師
、
氏
名
(
フ
リ
f
ナ
可
郎
齢
、
後
綴

り
の
ぷ
判
内
火
学
い
と
考
え
て
い
き
た
い
エ
年
次
善
帯
内
コ
1
1
(
コ

i
ス
初
子
ど
も
に
と
っ
て
一
滋
カ
あ
る
お
母
ち
ん
接
持
師
、
議
議
名
、
受
講
場
所
を
出
記
入
し

も
の
で
す
ω

ご

品

甘

い

加

を

お

待

ち

し

ま

す

。

学

習

)

に

な

り

ま

せ

ん

か

e

て
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
P

品

募

醐

闇

年

限

二

年

一

、

女

学

歴

史

コ

よ

菜

市

民

f
党

主

宮

内

容

霊

警

に

繍

す

ゑ

潟

③

一

人

当

り

…

護

で

す

a

一
…
講
座
以

争
単
線
除
、
時
制
問
毎
月
第
一
、
第
築
学
か
ぬ
い
い
ふ
れ
な
が
ら

i

v

対
象
一
年
生
を
持
つ
闘
緩
お
よ
が
し
ム
申
込
ん
ど
人
は
失
務
で
す
。

同
月
畷
臼
午
約
十
時
か
ら
÷
一
一
時
ま
で
之
、
法
檎
総
務
2
2
ス
社
会
的
特
り
断
続
じ
代
わ
る
係
緩
和
唱
で
接
関
出
出
席
で

争

場

所

中

央

公

民

総

変

わ

り

と

法

律

絞

淡

き

る

方

{

お

千

尋

ま

ヴ

れ

的

総

合

は

抽

附

争
線
識
人
数
七
O
名
(
文
学
篠
山
肌
コ
争
申
込
方
法
宮
製
往
復
ハ
が
キ
(
料
か
に
遊
ば
せ
る
工
夫
ま
仁
て
く
だ
必
河
口
い
)

i
ス
双
十
双
品
、
後
簿
経
済
コ

1
ス
一
一
一
合
前
他
際
人
心
得
)
に
伎
所
、
氏
名
(
ツ
惜
写
機
僚
時
間
開
と
隠
数
午
前
中
町
一
一
時

十
五
名
)
応
募
多
数
約
機
合
は
抽
選
リ
ガ
ナ
ベ
年
齢
、
欲
級
品
世
号
.
縁
日
清
す
問
問
、
牟
縦
十
劉
絞
殺

際
問
内
部
品
罵
的
同
体
時
間

科
が
‘
昭
和
双
十
六

年
四
月
か
ら
一
e

伊
丹

約
千
五

c
c
mに
改

題

民

年

金

よ
エ
き
が
い
旅
行
』関民年金てr重量車、な索後を
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白
一
等
~
ち
札
動

一
輝
百
軒

一
一
ニ
獲
混
合
予
防
接
穣

一
一
一
一
純
混
合
子
内
問
機
械
第
一
一
期
、
綿
一
…

一
践
を
次
的
絞
め
En
程
で
行
い
ま
み
q
o
出

一
か
け
る
部
に
告
を
泌
総
L.
母
子
手

…
桜
を
必
ず
終
審
し
て
ご
来
場
〈
だ
尊
い
a

一
マ
骨
組
織
す
る
亭
ど
も
主
艶
…
鈎
絞
当
間
見

一
総
和
五
十
三
年
九
月
一
日
か
ら
五
十
川
問

一
年
一
一
一
晃
三
十
…
臨
ま
で
生
ま
れ
と
チ
ど

一
も
‘
本
線
一
一
期
陵
当
努
輪
開
一
州
制
約
三
一
回

一
銭
的
骨
子
接
、
}
年
を
は
組
閣
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長E霊童{こ対本る濁めと:事事毒薬を告書てい
主主主さく芝め。

③主主主主霊変形繁義異例大型)震波J.l<霊茜

実際0);訟と給機o波を起し、主義
岸7)(聖護o綴災戎3…事唱を知ってい主主
主ヲピZさめ切

号事績籾E警官要望聖書費霊童号喜

奈議守坊のE電話理問題i之告還をすみ然災の

松波警を童話っていだZさく絞め。

長野総務書官Q'換ハウス

省三ζ平 J[，ギ…君主立〕議選滋!こ関する

知議を薄ていだZぎくtきめ。
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…
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同一

電F主主主軍事毎朝量協同組合からぬま3待

問:苦撃的をいだだきまし主主。

噌大野手費量きさん〈後持)13ら福祉
のために叩万符の害害対後l，¥1.，主尽き

さ表いだ。

智主語1乙台日慎重学校から障重要マザ-

:x;r，;~L.; (V添わり関〉に送墜す

る言語録(J;絞め!こ1}ヨflla寄付をい

疋万意殺し主主。

~_Æ藍図霊罫霊霊の係官ifl
お際関襲撃総!正~翼書室主幾重豪華重点)去さ

め、 4Fl1日ガ514凶器絞でる存、護竪上ノ

この隠は;j;:の燃しとおしと返

主主祭{守浴中lte:なり按90借りて

いる本を渓琴幾百きは綬とおし時!こお

渡しする返さま害義的ぬとおり4月15
日以降にお濃いください。

験臨時 4汚128 午前9鰐

fflt<:ti萌集合(際ヲ~cþ品:)

キモ手翼沼祭懸念

"8害者 4F守268C日〉午喜j9草寺
市役続要撃さき〈諸哲夫中i上〉

...昭総務ま審議軍総会

炉問書事 ヰF苦268(8)午後1I涛
沙諸語新 綴叡神主士乙還義務込J)

盟国図問自由・2主総会 4Fヨ(昔話)10喝、
策定E銀行3韓議

(⑨望隠遊議f主義霊童書 4F寺拓也〈水〉

毒事鶴罪事国連勝tt主主童書 ヰ弓218(火)

⑨量産務費盟主強会 ヰ丙228(7)C 
(⑨露軍当事発事型車会 4月248(議〉

川夕、桜子第 1務量三二念j
主DJ乱、畿二ス())務習会cす@
惨内務 総本(1)J覆還方らillJl到す(

針互設かけ〉さまで

"8事普 4月128(1ヨ〉午時mc喜奇
かそう128事

..著書長時 諜鋒'E(7'::定数6J135
6り25)

..費用 ヰ夜子号〈議事然、鉢、童十議、
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きす。

惨事込先 尊重を警官僚一以必

く;;>:1ヒ連盟我孫子長量的議〉

湾審5磁器喜和翻霞獄貌絡段重量 i
11>88寺 ヰ汚19Eヨ〈日〉班:午厚司書革

関護費午後09寺3孜念、終護費40寺30分
砂場所 得E主主主主意(入場無

料〉

lこっ!まんの11¥¥校叡う会員{之よる

主主事支を守主i之、 若草E日書自寿ほか署長絞め

箔りと符昔話芸撃は松戸スイ二ノヅな

ピフヲ議院議む

..附をきt主 主聖E!l宮82-87'3
(5本())Il'.¥宅管理史う会3

i怒沼童'EI'続纏臨離婚盤韓J
惨事込翼週間 4F弓守主ヨえ?をう78c置

で

惨申込万記長 護霊紛で宝何本きで官

お40

'著書加型軽 終戦

上忍銀波猿襲蓋塁塁茎裳援余波j
..章韓関 コ1)ンーピギンニ<1をつ1
0)["μとこそードJ ¥ 護費七お口t白票票華苦

(4) 

織つくし野支所 84-おQ1
織溜北台支所 88-0028
4静水道部 84-0111 
畿老人宿主lEン9- 88-0123 
@意事務饗 84-0119 

3F寺18現在
事入o 1告1.豊富沢+2.252)
男/5弘幸27人
女/.51.日高8入
骨市役所本cr85ー1111
骨量調総支持時 純一2111
修布告をまを所 89-2358 
樺ct災公E完結
像F詰渓会主査

4月8日市主義相談室

q:蔀10:00-午後3持

認通事故相絞
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間織内
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